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　読者の皆様には新年を迎え，新たな抱負に向けて日々努力していることと拝察しております．昨年
は本当に災害の多い年でした．3 月 11 日の東日本大震災や，7 月の新潟・福島豪雨，9 月の台風 12 号
による豪雨などによる被害は甚大でありました．今年はそのような大きな自然災害がないことと，昨
年の被災からの 1 日でも早い復旧・復興を期待し，また復旧・復興を強く望むものであります．
　さて，私もこの 3 月で定年退職となりますので，本誌の「あとがき」はこれが最後になると思いま
す．このあとがきで 7 回ほど連載的に掲載した内容に佐渡に於ける「トキの野生復帰」がありますの
で，これまでの状況をまとめておきたいと思います．
　最初は，「野生復帰への弾み」としての人工繁殖について（61 巻 8 号），2 回目は 2008 年の試験放鳥
のための訓練について（63 巻 8 号），3 回目は 10 羽の第 1 次試験放鳥について（64 巻 1 号），4 回目は
第 2 次の 20 羽の放鳥について（第 65 巻第 2 号），5 回目は本州へ飛来したトキについて（65 巻 7 号），
6 回目は第 1 次と第 2 次放鳥後の経過と第 3 次放鳥の予定について（65 巻 13 号），7 回目は第 4 次放
鳥について（66 巻 7 号）でした．以上，第 4 次までで合計 62 羽が放鳥されたことになります．この
うち現在，生存が確実に確認されているのは 31 羽とちょうど 50％と報告されています．これが予定
と比べ良好なのか，あるいは悪いのかは私には判断ができませんが，少なくとも自然界で餌を採取・
摂食して力強く生きているトキが増えていることは確かです．
　昨年秋の 9 月 27 日には，雄 11 羽，雌 7 羽，計 18 羽の第 5 次放鳥が行われました．第 3 次放鳥から
順化ケージからの自然放鳥というソフトリリースが行われており，その成果と思われますが，順化
ケージを開放した初日に 10 羽が，翌日に 8 羽と 2 日間ですべてのトキがケージから飛び立ちました．
　昨年の繁殖期には合計で 7 組がペアとなり産卵しましたが，残念ながらいずれも孵化には至りませ
んでした．今年の春の繁殖期には第 5 次放鳥のトキとともに多くのペアを組んで産卵・孵化させて欲
しいものです．もしそうなると，36 年ぶりの自然界での孵化となるとのことです．早くヒナ誕生の朗
報を聞きたいものですし，また，そのヒナが元気に成育して欲しいものです．いつか，放鳥されたト
キと自然界で成育したトキがともに群れを形成して，佐渡の山野を飛び交う姿が見られるようになる
でしょう．その日が 1 日でも早くくることを期待し，筆を擱きます．
 （畠山勝義）
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